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2022 年 8 月 18 日 

株式会社 クボタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社クボタ（本社：大阪市浪速区、代表取締役社長 北尾 裕一)は、企業 TV-CM の最新作『クボタが描く

未来 スマートウォーターソリューション』篇（30 秒）を、2022 年 8 月 20 日(土)にオンエア開始いたします。 

本 CM は、安心・安全かつ“Sustainable”（サステナブル：持続可能）な水インフラを実現すべく、最新技術を活か

して水循環のあらゆる局面への貢献を図る、クボタが描く未来を表したものです。 

クボタは長期ビジョン「GMB2030」において「豊かな社会と自然の循環にコミットする“命を支えるプラットフォー

マー”」というめざす姿を掲げ、食料・水・環境の分野で社会に貢献すべく取り組んでおります。 

これからも美しい地球環境を守りながら、人々の豊かな暮らしを支えてまいります。 

 

 

 

 

  

＜TV-CM 最新作オンエア開始＞  
長澤まさみ、安心・安全な水道水に思わず感動 

皆川猿時、パックンとともに“水道の未来”に思いを馳せる 

「サステナブル」な水インフラの実現をめざすクボタのビジョンを表現 

TV-CM『クボタが描く未来 スマートウォーターソリューション』篇 
2022 年 8 月 20 日(土)からオンエア開始 

『クボタが描く未来 スマートウォーターソリューション』 篇より 
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■TV-CM『クボタが描く未来 スマートウォーターソリューション』篇について                      

2021年3月にスタートした当社の TV-CM「クボタが描く未来」シリーズは、クボタが描く「未来」と、その実現に向

けた取り組みを紹介するものです。今回は「水インフラの未来」をテーマに、最新技術によるソリューションの提供

を通じて、“サステナブル（持続可能）な水道”の実現を目指すという、当社のビジョンを描いています。 

  今回の CM は、ある公園が舞台。ジョギングでのどが渇いた男性（皆川猿時さん）が公園の蛇口から水道水を

飲むなり思わず「うまーっ！」。ヨガをしながらその様子を眺める女性（長澤まさみさん）が「水道水、すごいって言

う」と予想すると、そこに、ベンチで読書をする男性（パックン：パトリック・ハーランさん）が近寄りながら「そうやって

水道水を飲めるのは実はすごいこと」「支え続けるにはたくさんの技術と人が必要なんだ！」と熱弁します。続けて

女性が「“Sustainable（サステナブル）”を語るよ」と一言。すると、熱弁をしていた男性は「水道も“Sustainable”にし

なければ！」と訴えかけます。そこで女性は「大丈夫、それクボタがやる！」と叫び、ジョギング男性は思わず「水

も！？」と驚くのでした。 

  長澤さん演じる女性が言う「クボタがやる」とは、「スマートウォーターソリューション」のこと。創業以来130年以

上に渡り、世界最高水準とされる日本の上水道をはじめ、70以上の国と地域において、幅広い分野で水インフラ

を支えています。これからもこれまで培ったノウハウに最新技術を掛け合わせて新たなソリューションの開発・導

入に取り組み、人々の生活の向上に貢献してまいります。 

■クボタの「スマートウォーターソリューション」について                                                

クボタの水インフラに関する事業は、創業から3年後の1893（明治26）年に、水道用鉄管の開発を開始し、その

後日本で初めて量産化に成功したことに始まります。以来、およそ130年に渡り日本の水道を支え続けてまいりま

した。しかし近年、施設の老朽化や人材不足、料金収入減など、さまざまな問題が顕在化するなか、安心・安全な

水道を維持するためには、水質や管路・施設の状況監視、異常発生時の検知・修繕を含めた維持管理、更には

サステナブルな水道インフラの更新計画及び工事設計施工まで、すべてを低コスト・高効率で行うことが求められ

ています。 

  クボタは、そうした課題解決に貢献すべく、長年蓄積したデータやノウハウに AI や IｏT といった最新技術を掛け

合わせることで、効率的、効果的に行っていくことができる「スマートウォーターソリューション」を開発・提供してい

ます。 

  例えば、「KSIS（KUBOTA Smart Infrastructure System）」は、「監視・制御・診断・予測」という4つの機能でイン

フラ施設・機器の遠隔監視や最適運転制御、機器の異常予兆の検知、寿命予測を実現するソリューションです。

全国7,000カ所以上の施設で、機器のライフサイクルコスト低減や施設管理・運用の省人化・効率化をサポートし

ています。 

  インフラを管理・維持する側面においては、2021年に東京大学との共同研究により、機械学習モデルによる水

道管路の老朽度評価方法を開発。ＡＩを活用して漏水リスクモデルを構築し、埋設されて見えないため点検・診断

が困難な腐食の実態を反映した高精度な老朽度評価が可能となりました。また、スマートフォンで施工管理を行

い工事の少人化・効率化を図る「施工情報システム」など、限られた予算のなかでも効率的に管路設計施工を実

現する「スマート水道工事システム」の開発を進めています。 

 加えて、耐震型ダクタイル鉄管「GENEX」は、全国各地の水道埋設現場で採取した土壌サンプルと、鉄管腐食速

度を分析したデータを活用しながら開発されており、100 年という長寿命が期待できる製品です。 

クボタは、上水・下水・水処理・プラント管理など、水循環におけるあらゆる場面に関わるトータルソリューション

を提供し、世界各地のニーズに応え、今後も社会課題の解決に貢献してまいります。 

☆「KSIS（KUBOTA Smart Infrastructure System）」について 

https://www.kubota.co.jp/product/ksis/ 

☆「耐震型ダクタイル鉄管」について 

https://www.kubota.co.jp/innovation/our-stories/earthquake-resistant-pipes.html 

☆「管路管理ソリューション」について  

https://www.kubota.co.jp/product/ironpipe/products/technology/pipeline_mgmt/ 

https://www.kubota.co.jp/product/ksis/
https://www.kubota.co.jp/innovation/our-stories/earthquake-resistant-pipes.html
https://www.kubota.co.jp/product/ironpipe/products/technology/pipeline_mgmt/
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■CM 概要                                                            

タイトル ： クボタ 新 TV-CM 『クボタが描く未来 スマートウォーターソリューション』篇 

出演    ： 長澤 まさみ、パックン（パトリック・ハーラン）、皆川 猿時 

放映開始日： 2022 年 8 月 20 日（土）  

 

■株式会社 クボタ                                                           

1890(明治23)年の創業以来、「人々の豊かな暮らしを支えていく。」という想いから事業を展開してきたクボタは、

2020年に創業130周年を迎えました。明治には蔓延するコレラなどの伝染病から人々を守るため、近代水道の整

備に必要な水道用鉄管の国内初の量産化に成功。また農業機械による食料増産と省力化、環境施設による人

類と環境の調和など、暮らしと社会に貢献するさまざまな製品を提供してきました。 

  2021年、深刻化する社会問題に向き合い、持続可能な日々の暮らしを守るために、クボタの果たすべき役割と

グループ全体の指針を、長期ビジョン「GMB2030」として策定しました。「最も多くのお客様から信頼されることによ

って、最も多くの社会貢献をなしうる企業」を「Global Major Brand（GMB）」の定義とし、目の前のお客様の課題と

向き合うと同時に、5年10年先の社会を見据えた新たな技術開発、事業創出にも取り組むことで、価値創造を続

け、ビジョンの実現をめざしてまいります。 

【代表取締役社長】 北尾 裕一  

【売上高】 21,968億円（2021年12月31日現在・連結） 

【従業員数】 43,293名（2021年12月31日現在・連結）  

【本社所在地】 大阪市浪速区敷津東一丁目 2 番 47 号 

☆長期ビジョン「GMB2030」詳細 

https://www.kubota.co.jp/corporate/vision/ 

 

クボタの「水環境ソリューション」について 

明治初期にコレラが流行し、近代水道整備の必要性が高まったことを受け、1893年（明治 26年）に水道用鉄管

の開発に着手し、日本で初めて量産に成功。その後、ポンプ、バルブ、さらに下水処理まで、水に関わる様々な製

品・技術、ソリューションの提供を通じて、世界トップクラスと言われる日本の水インフラの整備に貢献して参りまし

た。近年では 100 年以上の使用が期待できる耐震型ダクタイル鉄管の開発や、世界的な水不足を解決するため

の水資源の再利用技術など、社会の課題とニーズに応えたソリューションを世界 70 以上の国や地域で提供して

います。 

☆「クボタの水環境ソリューション」詳細 

https://www.kubota.co.jp/corporate/business/water/index.html 

https://www.kubota.co.jp/corporate/vision/
https://www.kubota.co.jp/corporate/business/water/index.html

